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合同算術の割り算，フェルマーの小定理，循環小数
１

２０２７
  

 

１ 合同算術の割り算 

整数を，１２で割ったときの余りの種類でグループ分けして，同じグループの整数であることを≡で表し

ます。たとえば，７÷１２＝０余り７，３１÷１２＝２余り７なので，７≡３１です。 

 

（１）３≡ａである整数ａについて，以下のｂ～ｋにあてはまる１以上１２以下の整数を全て答えなさい。 

ａ＋７≡ｂ  ａ＋３１≡ｃ   

ａ－７≡ｄ（ａは７以上のとき）  ａ－３１≡ｅ（ａは３１以上のとき） 

ａ×７≡ｆ  ａ×３１≡ｇ   

  ａ÷７≡ｈ（ａは７の倍数のとき）  ａ÷３１≡ⅰ（ａは３１の倍数のとき） 

  ａ÷３≡ｊ（ａは３の倍数のとき）  ａ÷９≡ｋ（ａは９の倍数のとき） 

 

（２）ａはｍの倍数のとき，ａ÷ｍ≡ｎのｎにあてはまる１以上１２以下の整数が１個にきまるのは，ｍが

どのような数のときですか。 
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２ フェルマーの小定理 

２０２７は素数です。整数を，２０２７で割ったときの余りの種類でグループ分けして，同じグループの

整数であることを≡で表します。たとえば，７÷２０２７＝０余り７，２０３４÷２０２７＝１余り７なの

で，７≡２０３４です。 

 

（１）次の式が成り立つ理由をかんたんに説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）次の式が成り立つ理由をかんたんに説明しなさい。 
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１×２×３×…×２０２５×２０２６≡（１×２×３×…×２０２５×２０２６）×１０×…×１０ 

2026 個 

１≡１０×…×１０ 

2026 個 
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３ 
１

２０２７
の循環小数 

 

 
１

７
＝０.１４２８５７１４２８５７１４…となって，

１

７
を小数にすると６桁ごとのくり返しになります。

１

２０２７
を小数にすると，２０００桁より短い周期でくり返す小数になります。何桁ごとのくり返しにな

るか，求めなさい。 
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合同算術の割り算，フェルマーの小定理，循環小数
１

２０２７
  

１（１）ｂ＝１０，ｃ＝１０，ｄ＝８，ｅ＝８，ｆ＝９，ｇ＝９，ｈ＝９，ⅰ＝９， 

ｊ＝１，５，９，ｋ＝３，７，１１ 

 （２）ｍが１２と互いに素な整数である場合 

２（１）（１×１０）～（２０２６×１０）を２０２７で割った余りは必ず異なる整数になるから 

 （２）１×２×３×…×２０２５×２０２６と２０２７は互いに素だから 

３ １０１３桁 

 

１（１）ａ～ｇについては解説を省きます。 

  ａ÷７≡ｈ（ａは７の倍数のとき） 

ａ≡３であり，７の倍数である最小の整数は６３です。６３÷７＝９，９÷１２＝０余り９なので，

ｈ＝９です。また，６３以外で条件を満たす整数は，６３に７と１２の最小公倍数である７×１２＝８

４をいくつか加えてできる整数であり，（６３＋８４×□）÷７＝９＋１２×□となるので，１２で割

った余りは必ず９になります。 

 

ａ÷３１≡ⅰ（ａは３１の倍数のとき） 

ａ≡３であり，３１の倍数である最小の整数は２７９です。２７９÷３１＝９，９÷１２＝０余り９

なので，ⅰ＝９です。また，２７９以外で条件を満たす整数についても上と同じ議論が成り立つので，

１２で割った余りは必ず９になります。 

 

ａ÷３≡ｊ（ａは３の倍数のとき） 

ａ≡３であり，３の倍数である最小の整数は３です。３÷３＝１，１÷１２＝０余り１なので，ｊ＝

１です。また，３以外で条件を満たす整数は，３に３と１２の最小公倍数である１２をいくつか加えて

できる整数であり，（３＋１２×□）÷３＝１＋４×□となるので，１，１＋４＝５，１＋８＝９が条

件を満たします。 

 

ａ÷９≡ｋ（ａは９の倍数のとき） 

同様にして，ｋ＝３，７，１１です。 

 

（２）（１）より，ｍが１２と互いに素な整数である場合です。 
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２ 

（１）（１×２×３×…×２０２５×２０２６）×１０×…×１０ 

＝（１×１０）×（２×１０）×（３×１０）×…×（２０２５×１０）×（２０２６×１０）であり，

（１×１０）～（２０２６×１０）を２０２７で割った余りは必ず異なる整数になり，かつ，余りが０

にもなりません。ます。というのも，□と△が１以上２０２６以下の異なる整数で，□×１０≡△×１

０なら，１０と２０２７が互いに素であるため，□×１０÷１０≡△×１０÷１０が成り立ってしまう

からです。 

 

（２）２０２７は素数なので，１×２×３×…×２０２５×２０２６と２０２７は互いに素です。よって，

（１）の両辺を１×２×３×…×２０２５×２０２６で割って           が成り立ちます。 

 

 

 

 このように，素数ｐと，ｐの倍数ではない整数ｎについて，        をｐで割った余りが１とな

ることを，フェルマーの小定理といいます， 

 

 

３ 

        を２０２７で割った余りが１となることから，      は２０２７の倍数です。 

 

よって，
１

２０２７
＝

□

９９…９９
となって，

１

２０２７
は２０２６桁ごとに同じ数の並びが繰り返されます。

素因数分解をすると２０２６＝２×１０１３なので，２０２６の約数は１，２，１０１３，２０２６である

ことから，２０００桁以下ということは，１桁か２桁か１０１３桁ですが， 

１÷２０２７＝０.０００４９３…となって１桁と２桁は明らかに成り立たないので，１０１３桁です。 
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ｎ×…×ｎ 

(ｐ－１)個 

１０×…×１０ 

2026 個 

９９…９９ 

2026 個 

１≡１０×…×１０ 

2026 個 


